
市民の生命、身体及び財産を災害から守る消防業務に必要不可欠な消防施設を、最良の形で維持していくことを目的と
する。

消防施設は、消防行政の目的達成のための拠点機能を有していることから、最良の形で維持していくため、最
低限必要な庁舎設備等に関する保守業務の委託や、計画的な設備等の補修を行い、継続して適正管理に努
める。今後の

方向性

消防施設・設備を充実する消防・救急救
助安全安心都市

施
策
の
大
綱

消防本部消防総務課

事業： 消防施設・設備整備管理事業 0463

03

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

02第4章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

消防施設の適正管理及び需用費のコスト削減に努めたため。

A

庁舎使用の手引きに基づき、施設管理にかかる需用費（光熱水費）の抑
制に努めた結果、平成２６年度に引き続きコスト削減を実現したため。

A
A

A

目

標

消防本部（消防署本署）、消防署北出張所及び南出張所の適正な維持管理を実施する。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

62,057

33,068

1.90

0.00

26,073

0

0

6,995

一人あたり

世帯あたり 1,312

569

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

59,234

54,266

4,767

0

201

79,420

1.30

0.00

1,678

719

-26,166

-28,193

-4,767

0

6,794

-17,363

0.60

0.00

-366

-150

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

A

A
A

A

人件費

公債費

内
訳

14,731

14,258

事業費（決算額） 33,068

9,987

10,199

59,234

4,744

4,059

-26,166 (千円)

 (千円)

 (千円)
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